
1968 年東大理□6  
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110   より、 )(xf  は 1x のとき最小であり、 0
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したがって、 10 ≦≦x において 0)(  xf で、 )(xf は単調増加。 
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103 102210   各辺を 20乗すると、 6020060 1022101   

したがって、 2002 は 61桁で、最上位の数は 1。 ……(答) 

 

(iii) 

(ii)より 6020060 1022101  で、各辺の常用対数をとると 602log2log20060 1010   

左側の不等式より 3.0
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右側の不等式より 30150.0
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したがって、 302.02log300.0 10  が示された。(証明終) 


